
◆企 画 名  新入生を迎えよう！！（新入生誘導業務） 

日  程  平成 25年 4月 1日（月） 

場  所  関西大学千里山キャンパス 

参加者数  8名（ピア・サポータ） 

目  的 

(1)新しく関西大学の仲間（peer）となった新入生に対し、誘導業務を行うことで、新入

生へのピア・サポートの普及とピア・サポートの精神の涵養を目的とする。 

(2)入学式前後の新入生および保護者への学内誘導を行い、混雑を避ける。 

内  容 

(1)入学式の行われる午前 10 時と午後 2 時までの約一時間の間、本学正門付近にて新入

生とその保護者の写真撮影の補助を行った。また、写真撮影に並ぶ新入生の列が通行の

邪魔にならないように整列を行った。 

(2)午前・午後と共に、式場周辺にて入学式後に新入生・保護者の誘導を行った。 

感  想 

運営本部が新体制になってから、初めて自分たちがある程度主導的になって、活動内

容をニーズに照らし合わせながら吟味しあって行ったピア・サポートであったが、新入

生たちの支援に携われた達成感が得られた。 

改善点 

(1)過年度にこの入学式誘導に参加経験のあるピア・サポータがいなかったため、当日に

なるまで不明瞭な点が多かった。 

→昨年度は行えなかった入学式誘導を今年度は実施できたため、来年度からはノウハ 

ウなどを引き継ぐことができると思われる。 

(2)入学式午後の部開始までの写真撮影補助において、駅へと向かう午前の部参加者とキ

ャンパスへと向かう午後の部参加者が対向することで混雑していた。 

→警備員の方々が行き帰りで別の道を使用する声掛けをして頂いてからは比較的混雑 

は落ち着いたと思われる。 

→コーンなどで列が乱れないように列をつくる位置を事前に管理することも検討に入 

れる。 

(3)入学式後の学部ごとの学舎への誘導において、ピア・サポータが何をしているのか新

入生たちに認識してもらうことができず支援活動を充分に行うことができなかった。 

→サポータが看板を持つなどして、誘導を行っていることを示すことができるように 

する。 

(4)他コミュニティから当日協力してもらうピア・サポータを多く集めることができなか

った。 

→普段からコミュニティ間の交流を行うことで連携を深め、参加しやすい環境をつく 

っておく。 

→協力者を募集するのをできるだけ早くから行う。 

 


